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親子関係検査の作製

研究第8部牛島義友

　親子関係、特に親の育児態度と子どもの性格形成との

開係については、臨床的或いは実態調査的に多くの研究

がなされているが・その結果は必ずしも一致してはいな

い。親の育児態度の調査法としてもPARIの尺度を始

めとしていくつかのものが実用に供されている。わが国

においては品川氏の親子関係診断検査だけであるので、

本邦に使用できる新しい育児態度の検査を作ることとし

た。このために先ずPARIや品川氏の検査の因子分析

を行なった。次ぎに因子分析の結果から考えられる主要

な因子に基づいて新たな親子関係調査を作製した。

　次ぎにこの親の育児態度と子どもの悔格との関係をみ

るためにブリッジェスの幼児性格検査を、わが国の子ど

ものために標準化しなおしてそれとの関係をみることと

した。なお1．の因子分析に関しては九州大学の関文恭蟻

の助力を受けたし、綴子関係調査票の標準化にあたって

は青山学院大学の高野良子氏、子どもの性格との関係に

ついては石川由紀子氏に専らお願いした。

L　親の態度の因子分析

　親の育児態度に関してはラトケやサイモンズらの研究

以来さまざまの態度やその類型が述べられている。しか

しその言葉や考え方も相違するので因子分析的に整理す

る必要があると考えられる。代表的な親の育児態度検査

としてセファーらのPARI尺度があるが、これについ

てノールトソ（Norton）や（Nichols）出コルスなどの

因子分析があるので我々も同尺度の因子分析を試みた。

　PARIの尺度は何回か改訂されているが、ここで取

り上げた尺度は4形式で115の小問から成っているが、

それを分類すると第1表のような23項目になる。各小間

については　A大いに賛成、a やや賛成、dやや不賛成、

D大いに不賛成に評価するようになっている。われわれ

は贔川氏の訳したものを用いて幼稚園児の母親100名に

ついて自分の育児態度を評価してもらった。その結果を

因子分析した。なおセソトロイド法によって分析し、負

荷量の0．3（30）以下のものは表から省略した。一

　なおノールトソは母親について調べたものであり、ニ

コルスは父親について調べたもので分析している。その

結果は表でみるように三者の結果は非常に類似してい

る。ノールトソは第1因子　　author辻arian・suppres・

s正ve，punit正ve　andτestricting　types　of　attitude

　第2因子　hOstmty　toward　children　and　husband

andre∫ectionofthematema置rQle
　第3因子　　democratic　attitudes　toward　clUd　rear曹

ingといっている。

　ニコルスも第1因子は権威的支配、第2因子は結婚生、

活のコソフリクト、第3因は民主的態度と名づけてい

る。

　田研式親子関係診断検査の因子分析

　わが国においては品川氏の作った田研式親子関係診断

検査が使われているのでこれについても因子分析を行な

ってみた。これは二つの幼稚園児100名と愛育養護学校

児45名の母親に記入してもららたものについて因子分析

を行なった。これは、1．　消極的拒否　2．積極的拒否

3．厳格　4．期待　5，干渉　6，不安　7．溺愛

8，盲従　9，矛盾　10．不一致の10の項目から成り立

っているが、分析の結果では第1因子は、1，消極的拒

否㍉9．矛盾及び、2．積極的拒否に関したもので拒否

とコンフリクトの性質のものといえよう。第2圏子は

3．厳格と　5．干渉及び2．秋極的拒否に関係が多

いもので支配の因子といえよう。第3因子は・6．木安

7．溺愛　8．盲従に闘係が深く過保護因子とでもいえ．

よう◇

　この二つの尺度の因子構造は必ずしも類似していない

が、 支配的因子とコソフリクトに闘した因子は共通に現

われており、従ってこれは基本的な態度であるといえよ

う。
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第1表　因子分析表

．Test

Factor

Encouraging　verbalization

Fostering　dependency

Seciution　of　mother

Breaking　will
Martydrom

Fear　of　harmin窪baby

Marita工co駄flict
Strictness

Irritability

Excluding　outside　influence
Deification

SupPressi6n．・faggress貢on

ReJection　home　role

E騨alitarjanism

Approval　of　activity

Avoidance　of　communication

Inconsideration　Qf　husband

SupPression　of　sex

Ascendance　of　mother

’IutruslveneSS

CQmτadeship

Accelation　of　development

Dependency　of　mother

Chapge　of　orientation

Autonomy　of　cぬi旦d

FactorS　Qf　PARI工

　　　　　　　shiji一

　　　　　　　ma

7玉

76

77

77

66

80

74

65

70

70

63

78

72

73

’74

60

71

74

63

64

68

66

5正

74

71

73

51

59

54

64

82

67

43

72

74

55

54

証 皿

No　　Nユ　　Us　　No　　Ni　 Us

　　　　　41
　　　　　4正
　　53　　55
　　　　　55
69　　72　　46

62 52

　64　　50
，（wife）

55　　65　　49

45

60　　6夏　　53

58　　59　　47

55
1

，　　　　　　I　　　　　　I I　　　　I　　　　l l　　　　I

煎㎞畑 副
Marital

　　　　conf1三ct
Democ撒tic
　　　　attitude

2．新しい育児態度尺度の作成

　　（親子関係調査）

　以上の因子分析に基づいて新しい育児態度の尺度の作

成を試みた。．こ、こで取り上げたものは支配的因子と愛情

因子及び不安因子である。支配因子は権威主義的支配的

なものであるがPARIの厳格性、神格化、攻撃性の抑

屡、㌘、言語雍現㊥奨励、対等、友情的共同参加等の項目か

．ら 問題を作り支配と自律（contro1とautopqmy）軸と

名付ける。

　第2軸としては前の因子分析には必ずしも上位には出

なかりたけれ ども従来の考えで重要なものとして強調さ

牲ている親の愛清の軸を取り上げた。ここではシァ［ズ

の研究なども考慮し親子関係が暖かいものと冷たいもの

とし、親子が愛情的に結びついたものと理性的態度で向

っているもの、或いは家庭中心的な態度などを取り上げ

た◇この軸を愛情（暖かさと冷たさ）（warm・cold）の

軸とする。

　第3軸としては不安の軸とする。これは結婚生活に関

した・ソフリクト、夫や姑に対する不満とか家庭の仕

瑛に対する拒否的な態度などを含める；ととし・不安

（anxiety）の軸と名づける。

　なお予倣検査においては工（C　A）20問、皿、（WC）

17問ヤ皿（AX）21問を作り、その他拒否的態度（r∫〉

に関する5問、過保護（o P）に関する5問、過剰要求

（O　d）5問、溺愛（i　n）5間の問題を用意した。幼

稚園児91名の母親について予備検査を行なって三つの部

門別に点数を出し、その上位群、下位群に分けて頂目分

析を行な？た。その結果弁別力の弱いものを捨てて付録

の表にあるような工（CA）18問、、E（WC）16問、皿
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・第2衷　田研式親子闘係診断検査因子分析

1 皿 皿
h2

幼稚園　養護学校　　幼稚園　養護学校　　幼稚園　養護学核　　幼稚園　養護学校

1，消極的拒否r

2，積極的拒否
3．厳
4．期

5．干
6．不
7．溺
8．盲

9．矛
夏0．不　　一

格

待

渉

安

愛

従

盾

致

・負荷量の高い検査

597

455

166

正32

－L85

　0
－080

　0
427

367

　1

9
（2）

720

415

105

525

－090
150

－040
436

667

060

160

573

635

630

515

343

0
0

205

U5
3
5

（2）

3聖5　　－030

665　　　112

470　　　262

065　　－0皇0

660　　　328

380　　　520

070　　　643

－230　　　685

427　　　392

480　　－090
6
7

8

　0　　　　　・513　　　　　　　627

－　1フ　　　　　650　　　　　　667

386　　　　　5io　　　　　　　566

445　　　　　530　　　・　　486

520　　　　　643　　　　　　　726

805 　　　　600　　　　　　　915

773　　　　　531　　　　　　652

534　　　　　580　　　　　　537

　0　　　462　　　　628
050　　　　　　389　　　　　　　38里

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

因 子 の 性 質 re」ectc・n且ict　l contro正 ・verpr・tect
I

第3表

3歳　　　　　4歳　　　　　5歳　　　　　6歳 A口 計

剃女1計剃女1計男1．女1計男1女1計男1女1計
人　　　数 17 171341737811511961561152r3年13玉16421gI夏8214・正

支配 平標準偏差均 購撒離：撒1豊1聯撒膿鷺
愛幡

平標準偏差均 盤豊1麟糠1：謝1：難1鷲瓢1
不安 平標準偏差均

4．12

n，0612、32L重．9410．96　9，6910．30iO．7710，89夏0．8210．30　9，8710．0910．7910，3810．60

　6，90　5．30　4．73　5．28　5，06　4．96　4．93　4．94』5．02　5．55　5．28　4．83 5．475．里O

（A　X）18問の尺度とした。なおこれについては「はい」

「どちらでもない（時々）」「いいえ」のいずれかに判断

してもらうが工のCAについては支配的な反応のあるも

のには2点、どちらでもないは1点、いいえは0点と配

点して採点する。即ち1番から9番まではミはいミと答

えたものに2点、10番から18番まではミいいえモと答え

なものに2点を与える。最高点は36点となり点が高いほ

ど支配的であることを意味する。

　五（WC）についても同様であって愛箭的な方に点を

与える。即ち1、2、3、6、9、13、14については、
藁｝よし、モ壱こ2点、　4、　5、　7、　8、　10、11、　12、15、　16

問についてはミいいえ≒に2点を与える。最高点32点で

あり点数が高いほど愛情的；である。

　皿（AX）は不安な方に点をつける。即ち1番から5

番まで7、9及び12から18番までは斗まい“こ2点を与

える、6、8、10、11はミいいえミに2点を与える。最

高点34点となり点が高いほど不安を示す。

　〔標準化〕

　本尺度を1967年にのびる会幼稚園（3歳から6歳まで）

401名の園児の母親に自分の育児態度を評定してもらっ

た。その結果は第3表のようになり支配自律（CA）の

点では全体で平均13．26点であり、幼児の年齢k応じた

変化はごく僅かであり、また男児女児の性別も殆んどな

い。 第皿の暖がさと冷たさ（WC）φ点セは全体が13．34

点で子どもめ年齢による差も一定の傾向が見出されな

い。性別セみるといく分女児の方に点が高くなってい
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第4表

母親 父親

馴列計剃列計
人 数12i9［18214・119・1771167

誌準偏鋼蟹11：ll 瓢ll窒ll

愛平　均
情標準偏差

13．02　　正3．78　　13．34　14．53　14．05　L4．31

3，39　　3，18　　3，3【　　3．46　　3．聖2　　3．32

不平　均
安標準偏差

正O．79　10．38　10，60　12，38　10．81　11．65

4．83　　5聾47　　5．10　　4．94　　4．92　　5．OO

る。 不安（A　X）の点では10．60点である。これは3歳

児の親にはいく分不安が高くなっている。従って全体と

して本尺度は子どもの年齢に拘らず少な、くも幼稚園児の

親につ㌧》ては一つの規準で判断していってよいと考えら

れる。なお167名の父親もこの記入に参加してくれたが

父親と母親との比較の意味でその結果を眺めてみるとC

AもWC、AXも皆父親の方が1点ほど点が高くなって

いる。また男児女児に対する態度では支配的態度は女児

の方に強く、愛情と不安は男児の方に強くなっている。

このように父親の方にそれぞれの点数が高くなっている

のは一般的傾向なのか或いはそれともこのような仕瑛に

関心を持ち協力してくれるような父親のせいかもしれな

い。母親は園児543名の中の401名の母親が参加している

が父親の場合は167名が記入してくれたわけであるので

育児に熱心な父親の結果とみる必要もあろう。

　なおこの尺度を精薄児をもった母親について調査を行

なったが、その結果は第5表のようで精薄の場合は普通

児に比べて支配的態度が遙かに少なくなっており、また

第5表

正．　常 児 精 薄 児

男 女 計

人 叛／
21gl

夏8列 4・皇1 24 21［ 45

支

配

平　　　均

標準偏差

13」2二

3．70

皇3．43

3．44．

13．26

3．58

11．92

4，00

U．24
3．52

U，60
3，78

愛・平　 均　13．02・
情一標・準偏差・　3＼39

13．78、

3．18、

夏3．34

3，3正

豆5．75

3，70

15．14

3．48

皇5．46

3．62

不　平　1　均
安　標準偏差

皇σ．79

4．63

10，38

5．47

10．60

5．10

U，75
4．64

L2，48

6， 26
12．08

5．46

拒 平　1　均
否　棟準偏差

1．66

1．48

L．73

1．42

里．69

1．46

2．21

1．4真

3．92

2．皇0

2，87

2．03

過
保
護

平　　　均

標箪偏差
5，87

1，89

5．65

1．90

5．77

1．90

7，21

1，89

6，86
皇．98

7．04
互．95

過
剰

婆
求

』平　　　均
・」 準・偏差

4．95

2．24

5．23

2．00

5．07

2．15

6．oo
2．07一

5．43
2．夏6’

5．73”

2．夏6

溺　平『　均
愛・標準偏差

2，51

1．49

2．65
1．72’

2，57

1．60

3．21

2，08

3。67
2121

3，42

2，16

ヒ＝5，478

Pく．00互

t＝7．162

Pく．00L

t＝4．044

Pぐ00旦

t雷5．413
Pく．01

t＝5．826

P．01

t冨2．857

，05＞P〉
．Q2

t＝＝3，728

』02＞P＞
．01

愛悔的韓度力1非常に高く、不安もまた高い。精薄幼児1こ

離じくは親たちは強い不安を持ち何とかしてやりないと

φ即が非常に強く現われ辺つげたり灘騒という

よりも過保護になる という傾向輝この点数皆も表われて

い る。な諮拒否（ぞj） ・過保護（ OP）・ 過剰要求
ゴ（old）、 溺愛（i　n）み点で採点した結果も付記して

おめたがいずれも箪常児の親よりも点数が高くなってい

る。こ燕らり傾向は当然珊待されるもりではあるが・本

尺度の有効性を反映してy・うも4）と も解釈できる。

　以上のうち・母親の点数から本尺度の標準化を行ない

その結果を年段躇に評価できるよう．にした。それは付録

の問題周紙㊨後軽付記した。

　〔三軸の相関〕

　男子（5歳100名）、女子（5，6歳100名）の母親につい
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第6表
三軸の相関

第8表

男子（5歳）100名

　　　C　A・WC

　　　CA・AX’

　　WC・A　X

一〇．199

－0．0224

－0，0579

女子　（5、　6歳）　100名

　　　CA。WC　　－0．189

　　　CA。AX　　　O。05

　　　WCoAX　　－0，088

て三つの軸の点数の相関を出したが第6表のように全然

相関がなく、独立性をもっていることを示している。従

ってこのような検査は一つの軸からだけでなく三つの軸

から総合的な判断をすることが必要である。

　〔三軸と四態度との相関〕

　この三つの育児態度の軸と別に調べた拒否、過保護、

過剰要求、溺愛の四つの態度との間の相関を男女児200

名の母親について調べてみた。その結果は予想に反して

CAやWCの軸はほとんど相関を示していなかった。た

だAXが拒否とかなり高い相関をみせていた。（第7表）

社会的地位
1
∬

皿

四

出産年齢

20歳～24歳

25　～29

30　～34

35　～39

同胞順位

長　　子

中間子
末　　子

一人子

C　A

聖3．64

13．40

13，io

12．OQ

皇3．61

i2、OO

12，監3

12．82

L3，24

里3．40

12．87

i3．3L

WC

U．54
皇3．87

13．56

12．74

13，璽9

皇2．10

12．L4

13．39

13，49

n．44

n．82
産3．59

A　X

9，6皇

9．53

L2，46

LO．80

io．95

10．LO

U，聖3

8。34

9．73

11．38

10．92

9，34

人数

28

250

114

L3

62

里12

110

19

134

31

166

78

第7表
三軸と四態度の相関 人数200名

3．親の育児態度と子どもの性格との関係

I　rj

C　A

WC

A　X

一〇，OO8

一〇．098

O．3β2

O　P

0．027

O．022

O．067

O　d

0，0186

O、089

O，047

i　n

0．03丘

O．043

0，043

　〔育児態度と生活条件との関係〕

　この親子関係調査の点敬と社会的地位や年齢との関係

を調べてみた。親の社会経済的地位を四段階に分けては

みたが1と4の階層の数は少数あるでので信頼性も低い

がその結果は第8表のようになっており、一定の傾向を

見出すことは困難であった。出産年齢としては20歳から

5年きざみで分けてみたがやはり一定の傾向をみること

は困難であ？た。ただ高年齢の場合不安がやや少な くな

っているよ劾である。愛情 と支配的傾向は若い母親と高

年令の母親に高くなってはいる。

　子どもの出生順位で分けてみると愛情的態度は長子と

一人子に強‘なり、不安は中間子に高く串ていた。　（第

8表）

　前述の親子関係による親の育児態度は子どもの性質や

性格形成にどのような関係をもつであろうか。・このため

には子どもの方の性格調査もまた必要となってくる。幼

児の性格検査としては適当なものが得にぐいし、また方

法についても疑問があるが一応古くブリッジ呂スの用い

た検査をわが国の子どもにも適用できるように標準化し

’てみた。これは幼児の性格を社会的方面、情緒的方面、

人格的方面の三方面から検査するようになっている。社

会的方面は16の小間から成るが各小間は付録の検査用紙

のように3種の選択をするようになっている。例えば

ミ他人と遊びますか鳶ミー人で遊びますかミ或いはモそ

のいずれともいえない嶺場合というふうに三つに分けら

れる。なお配点は望ましレ、と思われる｛生格レこ3点、望ま

しくないと思われる性格に1点、その中間は2点とする

ようになっている。人格的方面では12問、情緒的方面は

15問から成っている。なお左側が望ましい性質になり、

右側が望ましくない性質である。ただし11問のみは左側

と真中に○印をつけた場合に3点、右側が1点となる。

　この検査をのびる会幼稚園児543名について母親に自

分の子どもについて記入してもらった。なお前の親子関

係調査と同じ時期に行なったものである。この検査の結

果は第8表のようになり、年齢別、男女別の差が意外に

小さかった。合計点のところでみても3歳児98．2、4歳

児97，g、5歳児100．1、6歳児99．8であり、また男女差

も極めて小さい。
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第9表
平均値（M）

性別

項目

人数　社会　人格・情緒　合計

3歳児

4歳児

5歳児

6歳児

合計

男

女

計

33　　　　36．7　　29．2　　33。2　　98，7

22　　　36．7　　29．5　　3i．5　　97．5

55　　　　36。7　　29．3　　32．5　　98．2

男

女

計

1糊iiiiililiili

男女計 126

3

2皇9

37．5

8．8

8．O

28．5

9．6

9．0

33．0

3．2

3．1

99．3

0真．3

00．1

男

女

計

48

34

82

38．5　　28．5　　32．0　　98．0

39．7　28．5　32．9 102．3

39』2　　28．5　 32．4　　99．8

男　　　　　き07　　　36．7　　27．4

女　　　　 236　　　38．2　　28．7

霞十　　　　543　　　37．4 　28．O

33．4　　98．3

1：鷲：ll

標準偏差値（SD）

50名、女児50名、合計200名をランダムに選び出してそ

の母親の育児態度との相関をとった。その結果は第10表　．

の如く支配（C　A）愛情（WC）の点では子どもの性質と全

然相関が出なかった。不安（A　X）の軌については全体

として，306の関係が表わ雅ており、、即ち不安が高いほ

ど望ましい性格点が低≦なっている。社会、 人格、情緒

の三方面別にみると情緒面との関係が一番強くなってい

るゆなおついでに親の拒否（r　j）、過保護（O　P）、

過剰要求（O　d）、溺愛（ i　n）との関係を付記してお

いたが拒否と過保護は子どもの性質と関係がみられる

が、過剰要求と溺愛とは無関係であった。

　以上の結果により一般的に親の育児態度と子どもの性　・

質との関係腓高くはなく権威的支配的に臨むか、自律を

尊重するか、愛情的であるか理性的であるかとい うこrと

は極端に傾かない限り子どもの性質に影響することはな

いといわねぱならなレ・・ しかし親自身が育児に対して・

或いは結婚生活に対して不安感が強く母親の役割に対し

て拒否的な懇度であれぱ子どもに対しても拒否的に臨む

とか、ざらには不安のあまり過保護になったりする場合

琴は子どもの性質と，3程度に関係があり子どもに影響し

てくるといえよう。

性別

項目

人数　社会　人格、情緒 合計

3歳児 婁 窪1：ll：41：1 8．7

7．7

4歳児．　男

　　　　女
IOO　3。8　4，3 4、710．2
87　4．2　6．8　4．810．O

5歳児 男　　126　3．8　3．7　4．5

女934．73．65．O
9．3

U．2

6歳児
男

女

餐1：1、1：ll：ll2

合計　男　307　4・73・8
　　　　女　　　　 236　　　　4．4　　　3．7

5，　　9．6

5，　　し0．1

計154315・2－4・215．4い・．1

第m表相　　関

沢社　面人格的方面情緒的方面　合　計

CA
WC
AX
r　J

O　P

O　d

i　n

一〇．088

　0．Q64

一〇・220

－0．235

－0．252

－0．026

－0．079

　o．oo4

0．05夏

一〇．257

－0．2U

－O，259

－0．043

－O．011

　0．097

一〇．053

－O．3QO

－O．215

－O，278

－0．043

－O．193

0．018

－O．054

－0．306

－0．335

－0．239

－0．052

－O．no

　故に本検査の標準は3歳から．6歳までの幼児について

は一つの規準で表わすこととした。・5段階の評価は付録

に示したようである。

．1 〔親の育児態度との相関〕

1 次ぎに この幼児性格検査と先の親子関係調査との相関

を調べた。このためには4歳児5歳児からそれぞれ男児

まとめ

　親の育児態度の因子分析の結果権威的支配、結婚生活

のコンフリクト、民主的態度、過保護等が主要な因子と

して見出されたが、このうち支配と自律、愛情（暖かさ

と冷たさ）不安の三因子を基にした親子関係調査票を作

製した。

　正常児401名の母親につい七標準化したが子どもの年

齢（3歳～6歳）或いは男児であるか女児であるかとい

錨螺幾蹴1ま叫挙1終祥つ
　この三軸は相互相関がなく独立性をもづている。精薄

児をもった親などの揚合は正常児とかなり相違し憂情車
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牛島＝親子関係検査の作製

不安は高く出ている6．

　子どもの性格としてはブリッジェスの尺度を543名の

幼児について調べたが3歳児と6歳児との問に発達的な

変化はみられなかった。また男女児についても一定の有

意差はみられなかった。従って幼児全体に適用できる基

準点を作製レた。

　次ぎに前の親の育児態度と幼児の性格との相関をみる

と支配と愛情の軸は子どもの性質の社会的、人格的、憐

緒的の何れの点とも相関がみられなかった。不安の軸は

それぞれ．3程度の相関があり不安が商いほど子どもの性

質に望ましくない影響を与えている。、

　なお親の態度としてその他拒否、過保護、過剰要求、

溺愛の性質もとっえみたが拒否と過保護は関係を示すが

過剰要求と溺愛は関係を示さなかった。

く附録　1＞

親子関 係調査
（牛島義友案）

・記　入　者　　　　　　・

子どもの名前〔

　　　　父　　　年齢

　　　　母　　　年齢

兄　　　　弟　　1．　　　　（男・女）

　　　　　　　 2乙　　　　（男・女）

　　　　　　　3．　　　（男・女）

　　　　　　　4．　　　（男・女）

　　　　　　　（父、母）

　　　　〕　　男、女

歳（実。養・継）

』歳（実 ！養 ◎継）

歳

歳

歳

歳

　　年　　月　　日生　　歳

職業（　　　　　　）

職業（　　　　　　）

工　　（CA） 五 　（WC） ・ 皿　　（AX）

粗

点
段
階
点

　子どもさんに対する育児態度をできるだけ・正直に答えてください・

　全部の子どもにではなく特定の子ども（上記のお子さま）に対する態度をかいてください。

　質問に対しては・「はい」　（しばしば）、「どちらでもない」　（時々）、「いいえ」　（ほとんどない）のいず

れかに○印をつけて答えてください。

工（CA）

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

強い性格になるように厳しくしつけていますか。

善い社会人になるように、色々規則や習慣を身にづけさせよ
うと努力しますか。

厳しくしつけられている子どもの方が実際は幸福なのだと思
いますか。

両親に対する無条件の忠誠（親孝行）をあなたは子供に教え
ていますか。

他の誰よりも両親を尊敬するよう子供に教えこんでいますか。

どんなことがあってもけんかは避けるように子供に教えてい
ますか。

問題がおこったとき、けんかするよりも、両親や教師のとこ
ろへまずやってくるように子供をしつけていますか。

子供が他の子供をたたくことについては・どんな弁解もさせ
ませんか。、

　は　い
（しばレば）、

は　い

どちらでもない
（時　　　々）

どちらでもない

　い　い　え
（ほとんどない）

い　い え

はい　どちらでもない　いいえ

は　い 　どちらでもない 　　ト
い　いrえ

はい　どちらでもない　いいえ

はい　どちらでもない　いいえ

はい　どちらでもない　いいえ

は　い　　どちらでもない　　い　い　え

はい　どちらでもない　いいえ

一243一



日本総合愛育研究所紀要

　9、チャソバラやレスリングは、攻撃性をつけたり怪我をひき起
　　すから子供たちにやらせないようにしていますか。

10，家のきまりを子供が不合理だと感じた時にはいつでも両親に
　　それ奪告げられるようにしてありますか。

11．子供も自己の見解をもつ権利があると思うので、それを表現
　　することを許していますか。

12，家族で物蛮をきめるときに、子供の考えを大いに考慮してい
　　ますか。

13、子供が何か困ったことをしでかした時、これを両親に告げて
　　も罰せられないということを子供に知らせていますか。

14。あなたは、その行いによって子供の尊敬をうけるように努め
　　ていますか。

15．1 都合にならない範囲において親は子供を対等に扱っていま
　　すか。

16親が子供の冗談を聞いて笑ったり、子供にも冗談を言ったり
　　しますか。

17．子供のおこづかいのつかいみちについては子供に完全にまか・
　　せていますか。

18、鷹とえばできばえがわるかったり、むだがあっても、子ども
　　がひとりでやったことは認めてやりますか。

　∬（WC）

L子供に対する愛情や行動を人前でも平録であらわしますか。

2。子どもと遊ぶために、できるだけ多くの時間をさきますか。

3。子どもが頼ってきたら、『いつでも快く、それに巷えますか。

4，食蛮の行儀が悪い時など、すぐ叱りますか。

5，幼児にしつける時には、例外を許さずきびしく実行していま
　　すか。

6ヒ 子ど棲ちといつし耶歌を 秘づたり、砂ムをして遊ぶ
　　ことが多いですか」

7．お客さんがあった時などには、子どものことはついかまわな
　　いでおきますか。

亀、子どもが困っている時でも・ すぐ助けずに自分でゃるように
　　していますか。

9，子どもは仲間や学校で教育され、ぎたえられているのだから、
　　家庭ではできるだけ、やさしく、自由にさせようとしていま
　　すか。

10。慈母よりも賢母になろうと努力して鱒ますか。

1L子どもの成長に応じ、保護と自立の態度を嬉っきり切りかえ
　　ようとしていますか。

42．子どもが大人の生活や仕礁の邪魔をする時には厳しく叱って、
　　大人と子どもの生活のけじめを教えようとしてますか。

手亀子どもを家において外出することは殆んどありませんか。

14，おやつの時など、子どもがほしがれば親め分もすぐ分けてや
　　りますか。

15．小さい時は甘やかし、腎年期になって厳しく要求するよりも、
　　子ど暫の時に厳しく躾け、青年期になったら自由にさせよう
　　と 考λていますか。

16．育児のあいまにも、自分の生活や仕購を持ち続けたいと努力
　　していますか。

　皿（AX）

腹．夫婦の聞で口論することが多いですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一244一

第8集

　は　い　　どちらでもない
（しばしば）　（時　　　　々）

　は　い　　rどちらでも1ない1

　は　い　　どちらでもない

　は　い　　どちらでもない

　は　い　　どちらでもない

　は　い　　どちらでもない

　は　い　　どちらでもない

　は　い　　どちらでもない

は　い　　どちらでもない

は　い　　どちらでもない

は　い　　どちらでもない

は　い　　どちらでもない

は　い　　どちらでもない

は　い 　 どちらでもない

は　し詠r　Jどちらでもない

は　い　　どちらでもない

は　い　　どちらでもない

は’いー どちらでもない』

は　い．　どちらでも ない

　い　い　え
（ほとんどない）

一い　い　え』

　い い・え

　い　い　え

　い　い　え

　い　い　え

　い　い　え

　い　い え

　い い　え

い　い　え

い　ヤ～　え

い い、え

い　い　え

い い・え

い　い　え

い　い　え

い　い　え

い　い　凡

い　い　え

は　い　　どちらでもない　　い　い

は　い　　どちらでもない　　い　い

は　い　　どちらでもない　　 い　い

は　い　　どちらでもない　　いい

は　い　　どちら』でもない　　い　ヤ・

は　い　　どちらでもない　　い　い

凡

凡

え

凡

几

凡

は　い・　どちらでもない　　い．い え

は　い　　どちらでもない 　い　い　え

はい　どちらでもない　いいえ

／

／
r
／

〆

〆



1

＼

＼
、
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2・雛僅臭禦享野蘇するために・時には夫の脚にく

3．夫婦の間に、時には意見のくいちがいが起って、いらいらし
　　ますか。

4．夫婦の間で、時にはおだやかな論談では解決しないことがあ
　　りますか。

5，子どもがわがままであつかましい時にあなたはいつも脇を立
　　てますか。

6，子どもに対して一日中やさしく上気嫌でいられますか。

7，子どもを育てることは神経の疲れる仕礁ですか。

8．夫は子どを扱うことに関してあなたに親切ですか。

9．あなたの夫はなにかと利己的ですか。

10．あなたの夫は父としての役割をうまく果していますか。

11．夫は、あなたにも人生の楽しみが必要だということを気付い
　　ていますか。

121あなたは、その時り気分によってしつけ方が変り ますが。

13．ある時は子どもを放っておき、ある時はう’ さが為ほど世話
　　をやきますか。

14．子どもの数育やしつけについて爾親の方法や意見が合わない
　　ことがありますか。

15．姑と同居しているので、たえず気苦労して悩みますか。

16．家毒の雑癖から逃れられないと感じて悩みますか。

17．若いうちにしておきたいことがたくさんあるために、あなた
　　は抑えつけられているように感じますか。

18．子どもが期待通りの成績をとらなかったり、言うことをきか
　　ないのでいらいらしていますか。

　は　い
（しばしば）

どちらでもない　　い　い　え
（時　　　　々）　（ほとんどない）

は　い 　どちらでもない い い　・え

は　い　　どちらでもない　　い　い え

はい　どちらでもない　いいえ

はい　どちらでもない　いいえ

は

は

は

は

は

い　どちらでもない　いいえ
い　　どちらでもない　 『い　い　え

い どちらでもない　いいえ

い　どちらでもない　いいえ
い　　どちらでもない　　い　い　え

は い　　 どちらでもない　　い　い　え

はい　どちらでもない　いいえ
．は　い．　．・どちらでもない い　、い　 尺

はい　どちらでもない　いいえ

は　い　　どちらでもない

は　い　　どちらでもない
いいえ
い　い　え

は　い　　どちらでもない　　い　い　え

はい　どちらでもない　いいえ

　採点法

　この親子関係調査は親の育児態度を因子分析の結果三

つの軸で表わすことになっている。第1軸は支配と自律’

（contro1・autonomy）第2軸は愛情（暖かさと冷たさ）

（w＆rm・cold）、第3軸は不安（Anxiety）である。

　各小問の点数は工では支配的な反応に2点、どちらで

もない1点、とする。従って表に示されたように1番か

ら9番までははいと答えたものに2点“0番から18番ま

ではいいえを答えたものを2点とし、どちらでもないは

1点とする。支配に反対の反応に対しては点を与えな

い。

　第五舳では愛情的な反応に点を与える。従って表の中

に示された番号によって、はい或いはいいえに2点を与

える。どちらでもないは1点。

　第皿軌は不安的反応に対して点を与える。表に示され

たように問題別に点を与える。次ぎに各軸別に合計点を

出し、それを衷に基づいて＋2から一2までの5段階に

評価する。

支配・自律愛情（暖か誉不　　　 安
　　　　　と冷たさ）
　 CA　　　　　　　　　　　AX　　　　　　　WC

十2 18一＞ 18→ 18→

漂
十　L 皇5－　L7 15一　夏7 13－　17

準段

0
11一　皇4 n－14 8一皇2

階
一　正 8－io 8－10 3－　　7

一　2 ←7 ←7 ←2

　は　　い
採＿（ 2点）

点

法

いいえ
（2点）

　　　　夏，篇轟，1＿凱乳乳

1－　9　　　　14　・　　　　　　　皇2－18

盈O－L8
些，5，7，8，10，
　　　　　6，87LO，n正皇，12，L5p16

どちらでもないは皇点
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〈附録 皿＞

日本総合愛育研究所紀要 第8集

幼児性格　検査
社 会1人 格 情 緒1合 計

素 点1 1
段 階1

　　　．子どもの氏名　　　　　　　（男・女〉 　年齢　　歳　　月　　所属　　　幼稚園・その他

　　　評　定　者　　　　　　　　（関係　　　　親・教師・その他　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　　お子さんの性格や行動を評定して下さい。問題は同じ性質が対照的に並べられています、右欄のようであ

　　　 楓その右端のrわく」の中に・左欄のようであ瓢左端のrわく」の中に、 もし何れともいえな陽
　　　合は中央のわくの中に、○印をつけて下さい。

　　社会的方面
口　』L地人と遊びますか。………t・1……・・一………口・3・一・　1．一人で遊びますか。r・一…一…‘…・甲一！・」i！…・…｛コ

ロ　年他人にかまいまサんか・……………・…・・……ロ……　2・他人の邪魔をしますか。・…！…・∵・“・…“一・・1一□

□　 3，他人におだやかですか。………“・……・・一…ロ…… 3．乱暴ですか。…・…………・…・一二…・ll一・…二一』口

□　4』他人に同情的ですか。……・・甲・………・………甲ロ……一4．同情的ではないですか。…・…………・…＝……□

□5・秩馳まもりますか9”’… ”’”…一…… ロ……5・蝋施しますか◇・…………一∵一・一r……・ロ
ロ　 6・他の子供を指導しますか。・・………………』…ロー…・　6．他の子供についていきますか◇…ボ…………一□

□　7・自分の権利を主張しませんか。…・・…………・口・」…・・7．・主霞しますか。一………‘……一・………・……ilロ

ロ　 8・突飛な行動をしませんか。白一………………ロ……　8， 突乗な行動をしますか。一乙…………・…〕・……ロ

ロ　、9．威張りませんか。一……・…兜……・・……………ロ…・一甲　9．威張りますか。一…………・…・……轟山…一il口

口　10，毎日の仕班に協力しますか。……・…………・・口・1…P10，協力しませんかし……一…』……』』…ll…一ロ

ロIL脇麟きでもないし・だまりやで榔0　1Lひどく話好きかまたはだまりφですか・一迫

目ll：灘蓬憲数凱郷1＝ll：1：1：目：：：：111：雛嘉姦婁も還欝llllll：：：1：ll：：目

騒撒雛草燃：：：：：：：：：1：：：：：：：：：目：鵬：鎌顯譜lll：：：；：：：：：：：：：ξ：：；：1：：；目

口　16・陰日向がありませんか。……・・………・………ロ……　16・陰日向がありますか。…・＝・・∵……隻・…兜…P・…“口

　　人格的方面

□ 17，一人で何でもやろうξしますか。…9………一ロ…・一　1？．人に頼りがちですか。一…………………」…占口
’』

　18・ひけめを感じていませんか。一……………・…ロ…一二18．ひけめを感じていますか。・1一…6…………・・“ロ

ロ　19，精力的ですか。一……………P一……………口・・…・19．ぱんやりし ていますか。…………一…6ボ・・』…一口

口　20．仕礁は早いですか。……………」1一・一一一…ロ……・20．仕礁はおそいですか。……・…………・甲・一i・』・ロ

ロ　2L一つ礁にさづぱりしていますか。一…………・口・・一　2Lしつこいですか。…・…一………・一………“ロ

ロ　22．注意深いですか。・i…・…1………・…・…………ロ…・一　22、・不注意ですか。……・…………・・…・・漏……而ロ

ロ　23．一つ恋を一生懸命しますか。一一一………・・ロ……　23．気がちりやすいですか。……・………』…・…∴・〔コ

ロ24・物髄越た遡ますか・…・………・一…口・一24・無関心ですか。…・・……一…」…・・……1……1ロ

コ　25．構成的ですか。…・…一……■・…・一…一…・Pロ……　25。破壊的ですか。……一…一…一・…………・一ロ

ロ　26，遊戯において独創的ですか。…一一………甲・・ロ……　26．独創的そはないですか。1…・……………・一一…口

□　27，空想的ですか。……■…・一一・…一…一…一□・一・27．・窒想的ではないですか。……………・…P・……ロ

ロ　28。仕事に熱心ですか。……■……一………・…一ロ…一P28．あきっぼいですか。一……一……・…………口

　　情緒的方面

口　29■朗らかですか。一………………・………………甲口甲；一　29，憂欝ですか。……………一…甲…………一……・ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー246一
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牛島：親子関係検査の作製
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30．

31．

32．

33．

34．

35．

36．

37．

38．

39，

40，

41，

42．

43．

気分はいつもおだやかですか。

自発的ですか。…………………

強悩ではないですか。・一

神経質ではないですか。

嘘をつきませんか。……

激しやすくないですか。

涙をこらえますか。一…

一ロー

一ロー

ロー

一ロー

一ロー

・』 ー

一ロー

・臼 ー

30．

31．

32．

33．

34．

35．

36．

37．

38．

39．

40．

41，

42，

43．

無分が変りやすいですか。…・

消極的ですか。……・

強情ですか。…・一一

神経質ですか。・一…

嘘をつきますか。・……………

激しやすいですか。…・

すぐ泣きますか。……

臆病ですか。…………・…一

人にみられるとてれますか。

一□

勇敢ですか。

人にみられてもてれませんか。

よく物瑛を考えてしますか。…

かんしゃくを起しませんか。…

すねませんかg・………………曹・

忍耐強いですか。………………

人を許しますか。………………

一口・甲

・・ ー

一ロー

・・ ー

一ロー

・・ 甲…”

　　一口

　　…口

甲・……

　　ーロ

　　ー□

　■・”…ロ

　　ー口

衝動的ですか。

かんしゃくを起しますか。

すねますか。………

忍耐強くないですか。……

復讐しますか。

一ロ

ーロ

ーロ

ーロ

ーロ

ー□

　本幼児性格検査はブリッジェスの原案に基づいて社会

人格、情緒の三方面から採点される。各小問は左側が望

ましい性質であり、右側が望ましくない性質となってい

る。配点は望ましいが3点、望ましくないは1点、中間

のいずれともいえないのは2点とする。ただし11間だけ

は左側と真中が3点、右側が1点とする。

　各方面別に合計点を出しそれを次ぎの表に基づいて5

段階に評価する。なおこの標準は3歳から6歳までの男

女共通に適用される。

標
準
段
階

十2

十1

匿会
45一

40－44

0　35－39
1

30－34

一2　　－29

1人格
34一

30－33

26－29

22－25

一21

1情緒
42一

37－4艮

3（｝一一36

25－29

一24

1合計
114一

104－U4

94一艮03

84－93

一83
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